
 

令和 2 年度事業報告書

Ⅰ 一般事項 

１．会員数 

会員区分 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 平成 31 年 令和 2 年 令和3年 

名誉会員 2 2 2 2 2 2 

賛助会員 80 78 78 78 75 72 

団体会員 156 150 149 149 146 144 

正 会員 594 590 592 592 583 560 

合  計 832 820 821 821 806 778 

注）会員数は、各年とも 3 月 31 日現在。 

２．第 10 回社員総会 

 令和 2 年 6 月 4 日、東京都江東区の木材会館において、公益社団法人移行後の第 10 回社員

総会が開催された。出席者 329 名（委任状含む。定足数 292 名。）にて、次の議案を審議、可決し

た。また、令和 2 年度事業計画及び予算が報告された。 

(1) 令和元年度（H30.4.1～R2.3.31）事業報告及び決算報告に関する件

(2) 役員の選任に関する件

(3) その他

 報告：令和 2 年度事業計画及び予算に関する件 

 総会後、第 65 回木材加工技術賞、第 19 回市川賞の授与式に続き、株式会社日建設計 江坂

佳賢氏による講演会「最新の中⼤規模⽊造建築から未来を考える」を開催した。

また、下記のとおり各支部総会が開催された。 

○北海道支部総会 令和 2 年 5 月 22 日（金） 理事会による承認で総会の議決と見なした

○中部支部総会 令和 2 年 5 月 10 日(金) 名古屋大学 野依記念学術交流館 

○関西支部総会 令和 2 年 5 月 10 日（金） 京都府立大学 大学会館 

○中国支部総会 令和 2 年 4 月 30 日（木） 有限会社一場木工所 

○九州支部総会 中止 
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３．理事会 

理事会は、下記のとおり開催された。 

 回 年 月 日 主 な 議 題 

40 令和2年 5月22日 

（みなし決議に関する

理事会）

 （理事会の決議があったものとみなされた事項） 

入退会の承認に関する件 

 第65回木材加工技術賞・第19回市川賞決定に関する件 

 第10回社員総会上程議案に関する件 

 2020期「木材工業」編集委員会承認の件 

令和2年度各種資格認定委員会承認の件 

41 令和2年 6月15日 会長・副会長・専務理事・常任理事の選任に関する件 

入退会の承認に関する件 

 その他（顧問の選任について、部会長の交代について） 

42 令和2年9月15日 入退会の承認に関する件 

その他（乾燥講習会、木材乾燥士資格検定試験、接着講習

会、木材接着資格検定試験、構造用集成材の製品計画及び製

造に関する講習会、構造用集成材管理士資格検定試験） 

43 令和2年12月24日 入退会の承認に関する件 

第28回木材乾燥士資格検定試験合格者決定の件 

第56回木材接着士資格検定試験合格者決定の件 

第13回構造用集成材管理士資格検定試験合格者決定の件 

その他（第44回〝木材の実用知識″講習会、第39回年次大

会） 

44 令和3年3月16日 業務執行理事による職務報告 

入退会の承認に関する件 

令和3年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

第11回社員総会の日時及び場所並びに議事に付すべき事項 

第66回木材加工技術賞・第20回市川賞選考委員会委員 

令和3年度（第14回）海外研究活動特別助成の決定 

４．常任理事会 

常任理事会は、6 回開催された。 

５．編集委員会及び事業委員会 

機関誌「木材工業」編集委員会は 12 回開催された。 

    事業委員会は 1 回開催され、第 44 回〝木材の実用知識″講習会の企画・立案を行った。 
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６．支部長会議・顧問懇談会 

支部長会議は令和 2 年 6 月 4 日に開催された。 

顧問懇談会は新型コロナウイルス感染状況を考慮して中止された。 
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Ⅱ 事業活動 

１．公益目的事業１（公１）： 

 木材加工・利用技術に関する調査・技術開発を行うとともに、学術大会（年次大会）・講習会・講演

会等の開催及び部会・委員会の活動を通じて学術の振興、技術の向上及び普及を図る。 

（１）学術大会（年次大会）の開催事業

 令和 2 年 10 月、新型コロナウイルス感染状況を考慮して、第 38 回年次大会が要旨集のみ

の形式で開催された（研究発表 35 件、要旨集購入 7 件）。 

（２）講習会・講演会等開催事業

本部、支部において令和2年度に実施した講演会、講習会等の事業は第１表のとおりである。

（３）部会・委員会事業

 部会において実施した講演会・シンポジウムは第１表のとおりである。 

（４）調査・技術開発事業

なし。 

２．公益目的事業２（公２）： 

 機関誌・図書の刊行、木材標本の製作・頒布及び顕彰事業を通じ、木材加工・利用技術の収集・

蓄積及び啓発啓蒙を行うとともに、収集・蓄積した専門技術をもとに専門技術者の育成と資格認定を

行い、木材産業の振興を図る。 

（１）機関誌の刊行事業

機関誌「木材工業」第 75 巻 5 号～第 76 巻 4 号を刊行し、会員に配布した。 

なお、75 巻 11 号は「ツーバイフォー建築と国産材利用」として発刊した。 

（２）木材加工技術に関する図書の刊行・頒布事業

「日本の木材」、「北米の木材」、「世界の有用木材 300 種」、「木材の魅力・体力・底力」、「ウッドプ

ラスチック」、「最新木材工業事典[新版]」、「木材工業 USB（木材工業第 1 巻～第 73 巻を収録）」な

どの図書・USB を頒布した。 

（３）木材標本の製作・頒布事業

 「日本産主要樹種木材標本」は、日本産 50 樹種を揃えた貴重な木材標本であり、残 1 セットであ

る。 
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（４）木材加工・利用技術の専門技術者の資格認定に関する事業

1)第 28 回木材乾燥士資格検定試験

令和 2 年 10 月 29 日、旭川、東京、大阪、福岡において実施した。受験者 51 名（旭川 6 名、

東京 14 名、大阪 14 名、福岡 17 名）で、合格者は 45 名（合格率 88%）であった。登録者の総数は、

2,649 名となった。 

2)第 56 回木材接着士資格検定試験

令和 2 年 11 月 25 日、東京、名古屋、真庭において実施した。受験者 39 名（東京 16 名、

名古屋 2 名、真庭 21 名）で、合格者は 28 名（合格率 72%）であった。登録者の総数は、4, 

498 名となった。 

3)第 13 回構造用集成材管理士資格検定試験

令和 2 年 12 月 2 日、東京において実施した。受験者 16 名で合格者は 15 名（合格率 93%）

であった。登録者の総数は、286 名となった。 

（５）専門技術者を養成するための講習会を開催する事業

1)令和 2 年度木材乾燥講習会

令和  2  年 9 月 2 3 日～10 月 2 日の間に、旭川、東京、大阪、福岡において開催し（第 1

表）、受講者総数は 83 名（旭川 8 名、東京 24 名、大阪 24 名、福岡 27 名）であった。  

2)令和 2 年度木材接着講習会

令和 2 年 10 月 15 日～27 日の間に、東京、名古屋、真庭において開催し（第 1 表）、受講者総

数は 65 名（東京 27 名、名古屋 15 名、真庭 23 名）であった。 

3)令和 2 年度構造用集成材の製品計画及び製造に関する講習会

令和 2 年 11 月 4 日、5 日に、東京において開催し（第 1 表）、受講者総数は 23 名であった。

（６）顕彰事業

第 65 回木材加工技術賞を下記の業績に対して授与した。 

1)針葉樹（主に北海道産トドマツ、カラマツ）による木質繊維断熱材の製造技術の改良およ

び性能の検証 

ウッドファイバー株式会社 宮代博幸 氏、堀 正臣 氏、苫米地 眞人 氏

第 19 回市川賞の該当者はなかった。 

３．その他の事業（相互扶助等事業）： 

（１）海外研究活動特別助成事業

1件の助成を決定したが、新型コロナウイルス感染拡大のため辞退された。 
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